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大丈夫ですか？災害への備え
～避難行動を確認しましょう～
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（平成27年４月末日現在）

●人　口　32,381人（対前月－７人）

　　　　   （男／ 15,501人　女／ 16,880人）
●世帯数　11,442世帯（対前月＋30世帯）

　　 ６日（土）

６月 ２日（火）

　　16日（火）～

　   28日（日）

神埼市男女共同参画推進ネットワーク講演会

夜の市長室（脊振支所） 

住民総合健診（神埼地区）　

チャリティーゴルフ大会 

平日　８：30 ～ 17：15

　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

市県民税（１期）　　国民健康保険税（１期）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組

　毎月第３・４週

　８：30 ～、12：30 ～、17：45 ～、21：35 ～

・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　
５
月
17
日
、
脊
振
勤
労
者
体
育
館
で
、
土
砂
災

害
で
孤
立
し
、
避
難
所
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
想
定
し
て
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
広
滝
地
区
の
住
民
な
ど
78
人
が
参
加
し
、
佐
賀

県
柔
道
整
復
師
会
に
よ
る
負
傷
者
の
手
当
の
実
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
表
紙
写
真
は
、
避
難
所
生
活
が
長
期
化

し
た
場
合
の
生
活
機
能
予
防
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ

チ
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
様
子
で
す
。

　
さ
ら
に
、
県
河
川
砂
防
課
に
よ
る
土
砂
災
害
に

関
す
る
講
演
で
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
や
災
害
時
の

情
報
収
集
、
早
期
避
難
の
大
切
さ
を
学
び
、
貴
重

な
２
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

「
防
災
訓
練
」
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６ 

月

神埼中学校３年

塩川　真由 さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　
中
学
校
生
活
最
後
の
年
に
な
り
ま
し
た
。
体
育

大
会
に
文
化
発
表
会
、
部
活
動
で
は
、
中
体
連
も

最
後
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
行
事
が
最
後
に

な
り
、
全
て
の
行
事
の
集
大
成
に
な
る
よ
う
、
悔

い
の
残
ら
な
い
思
い
出
に
し
ま
す
！

　
そ
し
て
、
今
回
は
「
神
埼
」
を
書
か
せ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
神
埼
市
の
い

い
と
こ
ろ
を
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
い

き
ま
す
。

市
政
10
年
目
に
あ
た
り
課
題
を
考
え
る
④
／
夜
の

市
長
室 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

４

大
丈
夫
で
す
か
？
災
害
へ
の
備
え 

��
�
�
�

６

教
育
長
・
教
育
委
員
会
委
員
の
ご
紹
介
／
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
夏
休
み
入
会
を
受
付
中
／
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す 
��
�
�
�
�
�
�
�
�

８

６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
ご
提
出
く
だ

さ
い
／
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
受

付
を
開
始
し
ま
す 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

９

保
険
料
を
軽
減
す
る
基
準
が
変
わ
り
ま
す
／
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

10

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
で
、
市
県
民
税
を

納
税
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
お
知
ら
せ 

��
�
�

11

神
埼
市
国
民
健
康
保
険
か
ら
特
定
健
診
の
お
す
す

め
!! 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

12

神
埼
地
区
で
の
「
住
民
総
合
健
診
」
が
始
ま
り
ま

す 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

13

美
活
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集 

��
�
�
�
�
�

14

「
若
返
り
、
い
き
い
き
教
室
」
参
加
者
募
集
／
よ
り

良
い
生
活
の
た
め
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す 

��

15

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
の
申
請

が
始
ま
り
ま
し
た
／
国
民
年
金
の
加
入
も
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？ 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

16

歴
史
文
化
推
進
室
か
ら
の
お
知
ら
せ 

��
�
�

17

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

／
妊
婦
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
／
ま
ち
づ
く

り
市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す
／
振
り
込
め
詐
欺
に

は
ご
用
心
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

18

子
育
て
支
援
相
談
員
を
配
置
／
神
埼
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
が
完
成
し
ま
し
た
／
か
る

が
も
ラ
ン
ド
／
お
ゆ
ず
り
会 

��
�
�
�
�
�

19

物
産
館
情
報
／
市
民
の
方
か
ら
の
ご
意
見
に
お
答

え
し
ま
す
／
水
車
の
里
遊
学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

�
�

20

水
曜
サ
ー
ク
ル 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

21

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
行
事
予
定
表
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

タ
イ
ム
／
い
き
い
き
大
学 

��
�
�
�
�
�
�

22

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

��
�
�
�
�
�
�

23

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
／
お
む
す
び
チ
ー

ム
か
ら
の
お
知
ら
せ 

��
�
�
�
�
�
�
�
�

24

相
談 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

25

情
報
板 
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

26

気
を
つ
け
よ
う
！
食
中
毒
と
熱
中
症 

��
�
�

28

こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
日
曜
祝
日
在
宅
当
番

医
／
城
原
川
ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り 

��
�
�
�
�

29

ま
ち
の
話
題 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

30

Ｆ
Ｍ
佐
賀 

Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 
神
埼 

��
�
�
�

32

２
人
の
ふ
る
さ
と
神
埼 

��
�
�
�
�
�
�
�

33

趣
味
あ
い
あ
い 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

34

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
文
芸

コ
ー
ナ
ー 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

35

神
埼
食
彩 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

36



4市報かんざき 2015. ６月号

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
思
い

　

先
月
号
で
は
郷
土
が
誇
る
伊
東
玄
朴

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
市
報
な
ど
で

そ
の
都
度
お
知
ら
せ
や
報
告
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
の
で
、
す
で
に
ご
存
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
再
度
、
ま
と
め

る
思
い
で
『
王
仁
博
士
』
に
つ
い
て
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

４
世
紀
～
５
世
紀
に
お
い
て
、
日
本

（
大
和
朝
廷
）
と
韓
国
（
百
済
国
）
と
は

非
常
に
緊
密
な
交
流
が
な
さ
れ
て
お
り
、

第
15
代
応
神
天
皇
は
百
済
の
国
の
九
首

王
に
「
優
れ
た
学
者
を
是
非
と
も
招
聘

し
た
い
」
と
要
請
。
そ
の
要
請
に
応
じ

て
王
仁
博
士
を
日
本
に
派
遣
し
、
論
語

十
巻
と
千
字
文
一
巻
を
携
え
る
と
同
時

に
、
医
療
、
鍛
冶
工
、
大
工
、
呉
服
類
、

醸
造
に
属
す
る
者
ら
技
術
者
を
引
率
し

て
日
本
に
や
っ
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
応
神
天
皇
は
大
い
に
喜
ば
れ
、

王
仁
博
士
は
天
皇
の
二
人
の
皇
子
に
学

問（
論
語
、文
字
な
ど
）を
教
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
わ
が
国
の
文
字
文
化
の
始

ま
り
と
も
な
り
、
日
本
文
化
の
夜
明
け

を
も
た
ら
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

大
韓
民
国
学
術
院
会
員
・
王
仁
文
化

研
究
所
長　

朴
光
淳
先
生
の
調
査
研
究

に
よ
れ
ば
、「
当
時
、
王
仁
博
士
は
、
韓

国
全
羅
南
道
霊
岩
郡
（
韓
国
西
南
端
）

の
栄
山
江
上
流
の
上
台
浦
を
出
発
し
、

多
島
海
の
島
々
の
間
を
東
進
し
、
麗
水

半
島
の
東
南
端
の
鳶と
び

島し
ま

（
雁
島
）、
大
海
、

五
島
列
島
（
岐
宿
町
、
鰐
川
）、
五
島
灘
、

有
明
海
を
経
て
、
神
埼
に
至
っ
た
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
吉
野
ヶ
里
遺
跡

の
研
究
か
ら
①
吉
野
ヶ
里
遺
跡
は
渡
来

人
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
②
そ

の
渡
来
人
の
中
に
は
、
王
仁
博
士
の
生

誕
地
で
あ
る
韓
国
西
南
端
の
栄
山
江
流

域
か
ら
当
地
に
渡
来
し
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
王
仁
博
士

の
祖
先
た
ち
が
、
佐
賀
平
野
に
足
跡
を

し
る
し
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
私
は
、
王
仁
博
士
が

神
埼
の
地
、
竹
原
に
上
陸
し
た
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
古
く
か
ら
連
綿

と
続
い
て
き
た
、
韓
国
と
の
関
係
は
現

在
の
神
埼
市
と
霊
岩
郡
の
友
好
交
流
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
歴
史
の

ロ
マ
ン
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

王
仁
博
士
顕
彰
公
園（
仮
称
）整
備
計
画

　

前
述
の
歴
史
ロ
マ
ン
を
活
用
し
て
、

神
埼
町
竹
原
地
区
を
外
来
先
進
文
化

の
日
本
上
陸
地
と
し
て
、
新
た
な
観
光

地
・
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
た
公
園
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
公
園

は
、
百
済
文
化
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
空
間

や
活
動
（
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
を

創
造
す
る
中
で
、
多
く
の
市
民
が
参
加
、

関
わ
り
を
持
ち
、
次
の
世
代
へ
と
受
け

継
が
れ
て
い
く
よ
う
な
性
格
を
有
す
る

公
園
を
目
指
し
ま
す
。
昨
年
１
月
24
日

に
「
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
基
本
計
画
評

価
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
当
該
基

本
計
画
策
定
に
多
方
面
か
ら
の
検
討
を

重
ね
て
も
ら
い
、
平
成
26
年
３
月
末
に

そ
の
報
告
書
「
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
（
仮

称
）
基
本
計
画
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
“
神
埼
の
夢
資
源
・
王
仁
博
士
”

の
功
績
を
楽
し
く
学
び
継
承
す
る
公
園

づ
く
り
と
し
て
、
①
王
仁
博
士
の
功
績

を
発
信
す
る
公
園
②
地
域
生
活
拠
点
と

な
る
公
園
③
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を

育
む
公
園
④
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
な

る
公
園
の
４
点
を
計
画
理
念
と
方
向
性

を
定
め
る
報
告
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
基
本
計
画
に
基
づ
く
整
備
実
施

設
計
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
百
済

▲王仁神社

▲百済門建立について協力し合うことを約束

市
政
10
年
目（
節
目
）に
あ
た
り
課
題
を
考
え
る 

④

　
　
　
　

市
内
の
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

市
長
　
松
本
　
茂
幸
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文
化
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
、
韓
国
の

霊
岩
郡
（
郡
守　

田チ
ョ
ン

東ド
ン

平ピ
ョ
ン

氏
、
郡
議
長　

李イ

夏ハ
ナ

男ム

氏
）
に
本
物
の
百
済
門
を
建
造
す

べ
く
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
３
月
６
日

に
霊
岩
郡
で
の
設
計
、
建
設
施
工
を
請
け

負
っ
て
い
い
と
の
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
か
ら
工
事
の
一
部
に
つ
い
て
着

工
が
で
き
た
ら
と
事
務
手
続
き
や
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

公
園
完
成
後
の
活
用
計
画

　

公
園
整
備
後
は
市
民
の
発
想
と
行
動

力
を
基
本
に
、
オ
ー
プ
ン
な
姿
で
、
色
々

な
可
能
性
あ
る
活
用
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
先
の
基
本
計
画
で
は
、

次
の
よ
う
な
活
動
計
画
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
①
王
仁
博
士
資
料
展
示
②
「
王

仁
博
士
講
座
」
の
開
設
③
市
民
参
加
型

の
年
中
イ
ベ
ン
ト
④
既
存
イ
ベ
ン
ト
と

連
携
し
た「
市
」の
開
催
⑤
学
業
成
就（
合

格
な
ど
）
祈
願
の
聖
地
化
⑥
オ
リ
ジ
ナ

ル
玩
具
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
等
の

製
作
⑦
修
学
旅
行
誘
致
⑧
韓
国
霊
岩
郡

の
王
仁
文
化
祭
り
と
の
連
携
⑨
公
園
建

設
の
霊
岩
郡
と
の
技
術
交
流
と
特
産
品

等
交
流
⑩
王
仁
博
士
サ
ミ
ッ
ト
⑪
中
国
・

韓
国
の
学
生
と
の
交
流
⑫
「
千
字
文
」、

「
論
語
」
の
活
用
⑬
漢
字
検
定
大
会
な
ど

の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
私
は
、
実
現
で
き
た
ら
と
い
う

夢
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
無
形
文
化
財
と
な
る

お
祭
り
の
企
画
が
で
き
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
霊
岩
郡
の
方
々
の
協
力
を

得
て
、
王
仁
博
士
に
扮
し
、
論
語
十
巻

と
千
字
文
一
巻
を
持
参
し
、
百
済
風
の

衣
装
を
ま
と
っ
た
一
団
が
、
地
元
住
民

が
扮
す
る
朝
廷
役
人
ら
に
、
論
語
と
千

字
文
を
手
渡
し
す
る
場
面
を
演
出
。
さ

ら
に
、
長
旅
の
慰
労
と
歓
迎
を
表
す
祝

賀
の
宴
会
（
歌
舞
饗
宴
）
の
場
面
を
再

現
す
る
日
韓
交
流
の
お
祭
り
が
で
き
れ

ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
王
仁
博
士
が
伝
え
た

鐘し
ょ
う

繇よ
う

（
１
５
１
～
２
３
０
）
の
「
千
字

▲千字文碑（文字の下に筆者名が入っています）

▲王仁博士春享大祭

夜の市長室 どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

６月２日（火） 18：00 ～　
　　20：00

脊振支所

７月７日（火） 神埼市役所

※当日は来庁順で受け付けを行います
（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越しい
ただけます。

５月分の千代田支所開催分には、２組２人が来庁されました。

文
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
建
立
し
、
し

か
も
そ
の
９
３
２
文
字
に
お
よ
ぶ
各
漢

字
を
一
人
一
文
字
を
毛
筆
で
書
い
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
９
３
２

人
に
か
か
わ
る
子
孫
や
縁
者
の
来
園
が

期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
９
３
２
人
の

中
に
叶
う
こ
と
な
ら
応
神
天
皇
の
ご
子

息
に
教
え
た
千
字
文
の
一
字
を
現
皇
子
・

皇
女
の
方
々
に
書
い
て
い
た
だ
け
な
い

か
、
宮
内
庁
を
通
じ
て
お
願
い
し
て
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日

韓
交
流
を
思
う
と
き
、
安
倍
晋
三
首
相
、

朴
槿
恵
大
統
領
な
ど
多
く
の
方
々
に
依

頼
す
る
一
方
、
全
国
に
公
募
枠
を
設
け

て
、
情
報
発
信
の
契
機
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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神埼市の早期避難所は、下記のとおりです。	

神埼町 千代田町 脊振町

神埼市中央公民館 千代田町保健センター 神埼市脊振公民館

※市の指定避難場所に自主避難される際は、開設されているか確認してから避難してくだ
さい。

※その他の市の指定避難所については、神埼市ハザードマップなどをご参照ください。

大
丈
夫
で
す
か
？
災
害
へ
の
備
え

～
避
難
行
動
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
～　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

防
災
危
機
管
理
課　

防
災
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
４

　

今
年
も
雨
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
神
埼

市
は
、
脊
振
の
山
間
地
か
ら
有
明
海
付
近
ま
で
と
南
北

に
長
く
、
地
勢
的
に
も
災
害
の
在
り
方
は
異
な
り
ま
す
。

　

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市
役
所
が
全
て
の
災

害
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
で
き
る
だ
け
、
自

分
の
身
は
自
分
で
守
っ
た
り
、
近
所
の
人
で
助
け
合
っ

た
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

出
水
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
家
の
周
辺
の
状
況
や

緊
急
時
の
避
難
経
路
の
確
認
を
再
度
お
願
い
し
ま
す
。

◆
避
難
行
動
の
例

　

避
難
行
動
と
は
数
分
か
ら
数
時
間
に
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め

の
行
動
で
す
。

①
指
定
避
難
場
所
へ
の
移
動

②
安
全
な
場
所
へ
の
移
動
（
公
園
、
親
戚
や
友

人
の
家
な
ど
）

③
近
隣
の
高
い
建
物
な
ど
へ
の
移
動

④
家
屋
等
、
建
物
内
の
安
全
な
場
所
で
の
待
避

【
避
難
勧
告
以
上
と
な
っ
た
ら
】

　

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
ら
、

次
の
内
容
を
参
考
に
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
行

動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
「
避
難
勧
告
」、「
避
難
指
示
」
が
出
さ
れ
て

も
あ
わ
て
ず
に
、
安
全
な
ル
ー
ト
で
安
全
な

場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

○
市
の
指
定
避
難
所
だ
け
で
は
な
く
、
安
全

な
知
人
宅
や
親
戚
の
家
な
ど
に
避
難
す
る
な

ど
、
臨
機
応
変
に
少
し
で
も
安
全
な
経
路
で

安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

○
堤
防
決
壊
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
り
、
が

け
崩
れ
な
ど
外
に
出
る
こ
と
が
危
険
な
場
合

は
、
そ
こ
に
留
ま
り
山
側
か
ら
離
れ
た
部
屋

や
２
階
以
上
の
高
い
と
こ
ろ
に
避
難
し
救
助

を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
避
難
情
報
が
出
て
も
落
ち
着
い
て
行
動
し
て

く
だ
さ
い
。

○
発
令
が
な
く
て
も
、
が
け
崩
れ
や
河
川
の
決

壊
の
危
険
性
が
あ
る
所
に
い
る
場
合
は
、
早

め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◆避難情報を確認しましょう			 
　市は災害の恐れがある場合、危険度に応じ災害情報を発令します。

第１段階　避難準備情報　(防災無線はチャイムを鳴らして放送します)

降雨の状況等を判断し、早期避難を呼びかけるものです。

第２段階　避難勧告　（防災無線はサイレンを鳴らして放送します）

降水量や今後の降雨の状況等を判断し、避難を勧めるものです。

第３段階　避難指示　（防災無線はサイレンを鳴らして放送します）

人的被害発生の危険性が非常に高まった時等に発令します。ただちに避難してください。

小

大

※サイレンやチャイムが聞こえた場合は、テレビやラジオ等の災害情報に注意してくださ
い。放送の内容が聞こえづらい場合、☎51-1260で内容の確認ができます。また、市
内の災害情報をいつでも確認できますので、大雨や台風の時に活用してください。

各課からのお知らせ

危　

険　

性
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★携帯電話への防災メール登録の方法★
　携帯電話への防災メールは、市の緊急情報を市外にいても受信できます。	
　(携帯電話の受信状態により受信できない場合があります)	
　登録希望者が市外の方でも登録可能ですので、親戚や知人の方にもお知らせください。	
[登録方法 その１]　　右側の「ＱＲコード」からアクセスし、案内に従い登録してください。
	
[登録方法 その２]　　下記へアクセスし、登録してください。
　　　　　　　　　　 http://www.bousai.city.kanzaki.saga.jp/mail/pub/

市の
防災情報

防災行政無線の内容を

　　　　電話で確認できます
　　　　　　　☎51-1260
　　　　　　　　　　　　※通話料がかかります

メールで確認できます
　あらかじめ登録することにより、
防災情報などをメールで受信でき
ます。
　登録方法は、下記により
ご確認ください。

　　　ホームページで
　　　　　　確認できます
　神埼市防災ＷＥＢで、防災情報等をいつでも確
認することができます。
　インターネットで「神埼市防災ＷＥＢ」と検索
してください。

ぶんぶんテレビのテロップや
文字情報で確認できます
　　（ぶんぶんテレビへの加入が必要です）
　避難勧告などの緊急情報は、テロップを表示し
ます。また、文字（データ）情報で最新の情報を
確認することができます。

土　

砂　

災　

害

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を

　
　
　
　
　

ご
存
知
で
す
か
？

Ｑ 

発
表
さ
れ
る
基
準
は
？

Ａ 

こ
の
情
報
は
、
迅
速
な
避
難
に

よ
り
土
砂
災
害
に
よ
る
人
的
被
害
を

な
く
す
こ
と
を
目
的
と
さ
れ
、
佐
賀

県
と
佐
賀
県
地
方
気
象
台
が
市
町
単

位
で
土
砂
災
害
の
発
生
危
険
度
を
判

定
し
、
危
険
度
が
高
ま
っ
た
場
合
に

発
表
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
発
表
さ
れ
た
場
合
、
テ
レ

ビ
、ラ
ジ
オ
な
ど
で
報
道
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
避
難
準
備
情
報

や
避
難
勧
告
の
発
令
の
参
考
に
し
て

い
る
情
報
で
す
。

Ｑ 

発
表
さ
れ
た
と
き
は

�

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ 

お
住
ま
い
の
地
域
に
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
市
か

ら
の
避
難
準
備
情
報
や
避
難
勧
告
が

発
令
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
早

め
に
近
く
の
避
難
場
所
な
ど
安
全
な

場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
の
多
く
は
木
造

の
１
階
で
被
災
し
て
い
ま
す
。
ど
う

し
て
も
避
難
場
所
へ
の
避
難
が
困
難

な
と
き
は
、
近
く
の
頑
丈
な
建
物
の

２
階
以
上
に
緊
急
避
難
す
る
か
、
そ

れ
も
難
し
い
場
合
は
家
の
中
で
よ
り

安
全
な
場
所
（
が
け
か
ら
離
れ
た
部

屋
や
２
階
な
ど
）
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　

  

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

気
象
庁
が
数
十
年
に
一
度
の
大
雨
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

発
表
す
る
も
の
で
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど
で

周
知
さ
れ
ま
す
。
市
で
も
、
防
災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ
ン
で
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
避
難
所
へ
避
難
す

る
か
、
外
に
出
る
こ
と
が
危
険
な
場
合
は
、
家
の
中
の
安
全
な
場

所
へ
移
動
し
、
命
を
守
る
最
善
の
方
法
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

特

警
別

報
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

　
　

教
育
長
・
教
育
委
員
会
委
員

の
ご
紹
介

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）を
行
い
ま
す

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
夏
休
み
入
会
を
受
付
中

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

人
事
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

◎
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
８

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脊
振
公
民
館　
　
　
　
　
　
　

☎
５
９
‐
２
１
３
１

　

市
で
は
、
教
育
委
員
長
を
廃

止
し
、
教
育
長
が
こ
の
職
を
兼

ね
た
新
教
育
委
員
会
制
度
へ
５

月
10
日
か
ら
移
行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
新
教
育
長
に

田
代
高
規
氏
が
引
き
続
き
就
任

さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
３
年
で
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
に

副
島
英
樹
氏
（
再
任
）
と
、
山

﨑
歩
氏
（
新
任
）
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

　

遊
休
農
地
・
違
反
転
用
な
ど
の
発

生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
６

月
か
ら
８
月
ま
で
の
３
ヶ
月
間
に
市

内
全
て
の
農
地
を
対
象
と
し
、
目
視

な
ど
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
農

地
法
第
30
条
に
よ
る
利
用
状
況
調
査
）

を
行
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
が
農
地
を
巡
回
し
ま
す
が
、
通
常
、
維
持
管
理
を
さ
れ

て
い
る
農
地
で
あ
っ
て
も
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
草
な
ど
が

生
い
茂
っ
て
い
る
場
合
は
遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
農
地
の
管
理
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
遊
休
農
地
と
は

　

現
に
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て

お
ら
ず
、
か
つ
、
引
き
続
き
耕
作

の
目
的
に
供
さ
れ
な
い
と
見
込
ま

れ
る
農
地
。 

　

農
業
上
の
利
用
の
程
度
が
そ
の

周
辺
の
地
域
に
お
け
る
農
地
の

利
用
の
程
度
に
く
ら
べ
て
著
し
く

劣
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
農
地
。 

◆
違
反
転
用
と
は

　

無
許
可
で
転
用
し
た
場
合
、
ま

た
は
許
可
条
件
に
違
反
し
て
転
用

し
た
場
合

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
等
が
働
い
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
、
昼
間
家
に
保
護
者
等
の
い
な
い
児
童

を
預
か
り
、
遊
び
を
中
心
と
し
た
指
導
を

通
じ
て
児
童
の
安
全
と
健
全
育
成
を
図
る

た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
お
い
て
入
会
希
望
の
方
は
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

○
対
象　
　

　

小
学
１
年
生
～
６
年
生

○
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込
書

②
勤
務
証
明
書

　
（
保
護
者
お
よ
び
65
歳
未
満
の
同
居
の
祖

父
母
）

③
傷
害
保
険
料
（
年
額
８
０
０
円
）

④
児
童
健
康
等
生
活
調
査

⑤
誓
約
及
び
承
諾
書

※
②
～
⑤
は
、
新
年
度
既
に
提
出
さ
れ
て

い
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

②
に
つ
い
て
は
、
勤
務
先
な
ど
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
再
度
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も

①
の
み
提
出
が
必
要
で
す
。

○
開
設
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

○
負
担
金
（
夏
休
み
期
間
分
）　　

　
　
　
　
　
　

４
，０
０
０
円

土
曜
利
用
者　

５
，０
０
０
円

※
お
や
つ
代
な
ど
が
別
途
必
要
で
す
。

○
申
込
締
切
日　

　

６
月
30
日
（
火
）
※
締
め
切
り
厳
守

○
注
意
事
項

・
定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合

は
、
入
会
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
は
低
学
年
生
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
長
期
休
暇
の
み
利
用
者
の
土
曜
日
入

会
は
不
可
。

・
終
了
時
間
の
午
後
６
時
ま
で
に
は
、

保
護
者
の
迎
え
が
必
要
で
す
。

・
弁
当
、
水
筒
等
持
参

田代 高規 氏副島 英樹 氏山﨑　歩 氏



9 市報かんざき 2015. ６月号

　
　

　
　

６
月
中
に「
児
童
手
当
現
況
届
」を
ご
提
出
く
だ
さ
い

６
月
15
日
か
ら

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　

現
況
届
は
、
現
在
、
児
童
手
当
・

特
例
給
付
を
受
給
し
て
い
る
方
の

６
月
１
日
時
点
に
お
け
る
受
給
者

お
よ
び
児
童
の
状
況
を
調
査
し
、

手
当
を
引
き
続
き
受
給
す
る
要
件

（
児
童
の
監
護
や
保
護
、
生
計
関

係
な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
所
得
の
審
査
も
あ
わ
せ
て
行

い
ま
す
。

　

現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合

は
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
差
し

止
め
と
な
り
、
さ
ら
に
一
定
期
間

経
過
す
る
と
時
効
と
な
り
受
給
資

格
が
喪
失
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
の
方
に
は
、
６
月
上
旬
に

詳
細
を
記
し
た
案
内
通
知
お
よ
び

現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
（
下
記
参
照
）
の
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
現
況

届
と
あ
わ
せ
て
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。

◆
持
参
す
る
も
の

・
現
況
届
（
通
知
書
に
同
封
の
も

の
）

・
印
か
ん
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

・
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保

険
証
（
写
し
も
可
）
ま
た
は
年

金
加
入
証
明
書

※
平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の

市
区
町
村
の
所
得
証
明
書
（
配

偶
者
が
受
給
者
の
扶
養
で
な
い

場
合
な
ど
は
、
配
偶
者
の
所
得

証
明
書
も
必
要
で
す
）

◆
提
出
先

　

福
祉
課　
　
　

社
会
福
祉
係

　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課

　

脊
振
支
所　
　

総
合
窓
口
課

※
郵
送
で
の
提
出
も
受
け
付
け
ま

す
。
詳
細
は
案
内
通
知
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

増
税
に
よ
る
子
育
て
世
帯
へ
の
負

担
を
緩
和
す
る
た
め
、
今
年
も
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
３
千
円

○
対
象
者

　
　

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手

当
の
受
給
者
で
あ
っ
て
、
平
成

26
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
に
満
た
な
い

方
※
生
活
保
護
世
帯
も
対
象
に
な
り

ま
す

○
申
請
期
間

　

６
月
15
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

９
月
15
日
（
火
）

※
入
院
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
は
、
申
請
開
始
日
か
ら
６
ヶ
月

の
範
囲
で
受
け
付
け
ま
す
。

○
申
請
方
法

　
　

該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
６
月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

添
付
書
類
と
と
も
に
返
信
用
封
筒

で
郵
送
い
た
だ
く
か
、
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
現
況
届
（
上
記

参
照
）
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
受
付
場
所

　

福
祉
課　
　
　

社
会
福
祉
係

　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課

　

脊
振
支
所　
　

総
合
窓
口
課

◆
公
務
員
の
方
へ

　
　

公
務
員
で
あ
り
、
職
場
か

ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
平
成
27
年
５
月
31
日
時

点
で
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る

市
区
町
村
で
の
申
請
と
な
り
ま

す
。

　
　

職
場
か
ら
交
付
さ
れ
る
申

請
書
や
児
童
手
当
受
給
証
明
書

を
、
申
請
期
間
内
に
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
に
は
、
神
埼
市
か

ら
申
請
書
や
案
内
通
知
を
送
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

避
難
し
て
い
る
方
へ

　
　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由

に
避
難
し
て
い
て
、
事
情
に
よ

り
基
準
日
時
点
で
住
民
票
を
動

か
せ
な
い
方
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
は
、
事
前
に
申
し

出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

実
際
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で

申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

扶養親族等
の人数

限度額目
（給与収入ベース）

１ ８７５万６千円

２ ９１７万８千円

３ ９６０万円

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は
、
８

月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆児童手当の所得制限限度額
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　国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
27
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
見
直
し
お
よ
び
低

所
得
者
に
係
る
保
険
税
軽
減
の
拡
充
が
図
ら
れ
ま
す
。

１．国民健康保険税の課税限度額の見直し
　国民健康保険税の医療分、後期高齢者支援金分と介護納付金分の課税額についての課
税限度額が次のように改定されます。

医療分 後期高齢者支援金分 介護納付金分 合計

改正前 51万円 16万円 14万円 81万円

改正後 52万円 17万円 16万円 85万円

２．国民健康保険税の軽減判定所得基準額の見直しによる軽減対象者の拡充
　平成27年４月から国民健康保険税の均等割と平等割において、５割軽減および２割軽
減所得判定の基準を見直すことで、軽減措置の対象が拡大されます。

【改正前】
区分 前年の世帯の総所得金額等の合計額

７割軽減 33万円以下

５割軽減
基礎控除額33万円
＋24.5万円×（被保険者数 ＋ ※特定同一世帯所属者数）以下

２割軽減
基礎控除額33万円
＋45万円×（被保険者数 ＋ ※特定同一世帯所属者数）以下

【改正後】
区分 前年の世帯の総所得金額等の合計額

７割軽減 33万円以下　　　（据え置き）

５割軽減
基礎控除額33万円
＋26.0万円×（被保険者数 ＋ ※特定同一世帯所属者数）以下

２割軽減
基礎控除額33万円
＋47万円×（被保険者数 ＋ ※特定同一世帯所属者数）以下

※特定同一世帯所属者とは、国保から後期高齢に移行し継続して同一の世帯に属する方です。

１万円
引き上げ

１万円
引き上げ

２万円
引き上げ

各課からのお知らせ

　
　後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

保
険
料
を
軽
減
す
る
基
準
が
変
わ
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

平
成
27
年
度
の
改
正
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
均
等
割

額
に
つ
い
て
、
５
割
軽
減
お
よ
び
２
割
軽
減
に
該
当
す
る
方
の
基
準
が

拡
大
さ
れ
ま
す
。

◆保険料の計算方法

○均等割額
世帯の被保険者全員および世帯主の

総所得金額等の合計額 軽減割合 軽減後の額
（年額）

「基礎控除（33万円）」を超えない世帯で、かつ被保
険者全員が年金収入80万円以下の世帯（その他の所
得がない場合）

９割軽減 5,100円

「基礎控除（33万円）」を超えない世帯
８．５割

軽減
7,700円

「基礎控除（33万円）+26万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯
※改正前は24.5万円

５割軽減 25,900円

「基礎控除（33万円）+47万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯
※改正前は45万円

２割軽減 41,400円

年間保険料 被保険者均等割額 所得割額

（限度額57万円） ＝ ＋一人あたり51,800円
被保険者に係る基礎
控除後の総所得金額等
×9.88％
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65歳以上の公的年金受給者で、
　　　市県民税を納税されている方へのお知らせ

〇 〇

佐賀県神埼市〇〇〇〇

〇〇　〇〇

公
的
年
金
か
ら
市
県
民
税
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す（
特
別
徴
収
制
度
）

特
別
徴
収
税
額
の
算
定
方
法
が

平
成
28
年
10
月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す

　

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
で
、
市
県
民
税
を

納
税
す
る
義
務
が
あ
る
方
は
、
公

的
年
金
か
ら
市
県
民
税
が
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
（
特
別
徴
収
制
度
）。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
４
月
１
日

に
お
い
て
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
る
65
歳
以
上
の
方
で
、
前
年
中

の
年
金
所
得
に
対
し
て
市
県
民
税

が
課
税
さ
れ
る
方
で
す
。

◆
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

の
う
ち
、
市
県
民
税
の
納
税
義
務

の
あ
る
方

　

税
制
改
正
に
よ
り
公
的
年
金
か
ら
徴
収
す
る
個
人
住
民
税
の

平
準
化
を
図
る
た
め
、
特
別
徴
収
税
額
の
算
定
方
法
が
改
正
さ

れ
ま
す
。（
平
成
28
年
10
月
以
後
に
実
施
す
る
特
別
徴
収
か
ら

適
用
）

　

新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市

県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

引
き
落
と
さ
れ
る
金
額

◆
次
の
方
は

　
　
　

対
象
と
な
り
ま
せ
ん

・
老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
が

　

18
万
円
未
満
の
方

・
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き

落
と
し
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
て

い
な
い
方

・
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
さ

れ
る
市
県
民
税
額
が
老
齢
基
礎

年
金
の
額
を
超
え
る
方

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、
毎
年
６

月
に
市
か
ら
送
付
す
る
税
額
決

定
通
知
書
で
、引
き
落
と
し
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
る
税
額
等
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

《特別徴収税額の算定方法の見直し》

現
行

改
正
後

　仮徴収額　＝　前年度分の本徴収額÷３
（４・６・８月）

　本徴収額　＝　（年税額－仮徴収額）÷３
（10・12・２月）

　仮徴収額　＝　（前年度分の年税額×1/2）÷３
（４・６・８月）

　本徴収額　＝　（年税額－仮徴収額）÷３
（10・12・２月）

特別徴収税額の決定通知書

◎問い合わせ　税務課　市民税係　☎37-0114
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健 康

神埼市国民健康保険から特定健診のおすすめ!!
―住民総合健診以外の受け方―

◎問い合わせ　市民課　国保医療係　☎37-0015

　特定健診は、住民総合健診以外に「個別健診」と「毎日健診」で受診することができます。健康に自信がある人
も１年に１回は特定健診を受けて、体の状態を確認しましょう。

対　象

内　容

受診に
必要なもの

★★★受診方法★★★

40 ～ 74歳の神埼市国民健康保険加入の方
（平成28年３月31日までに40歳になる方からが対象です）

問診、身体計測（身長・体重・腹囲）、血圧測定
血液検査（血中脂質・肝機能・血糖・腎機能）、尿検査、内科診察

・神埼市国民健康保険被保険者証（保険証）
・健康診査受診票
・受診費用　1,000円　（6,000円程度の検査内容です）

個別健診 毎日健診
★特定健診実施医療機関で受ける方法です。
★佐賀県内の特定健診の登録医療機関で受診でき

ます。
★実施期間
　平成28年３月31日まで

★成人病予防センターで受ける方法です。
　（場所：佐賀市新中町２番15号）
★がん検診と同時に受診することができます。
★実施期間
　平成28年３月31日まで

①医療機関に予約をする ①成人病予防センターに予約する
　☎31-8835

②予約日に医療機関で受診する

③予約日に成人病予防センターで受診する

③後日、医療機関で結果をもらう
②成人病予防センターから書類が届く

④後日、神埼町保健センターから結果をもらう
治療中の人も健診を受け
ることができるよ！
毎年受けましょう♬

Q. 昨年、特定健診を受けたが、今年もまた受けなければいけないですか？
A. 自覚症状がないまま静かに進行していく生活習慣病の発症を防ぐには、健診に

よる健康管理が必要です。毎年、健診を受けることで、年ごとの数値の変化を
確認して改善していくことも可能です。毎年1回、必ず健診を受けましょう。

Q．特定健診を受けないとどうなるの？
A．生活習慣病は自覚症状なく進行するため、放っておくと気付いた時には重症

化していることもあります。その結果、病気が早期に発見された場合よりも多
くの時間と医療費を費やすことになります。安心して元気な生活を続けていく
ためにも健診を必ず受けましょう。
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神埼地区での「住民総合健診
4 4 4 4 4 4

」が始まります！

実施する健診項目

健診会場および日程

夜間健診はこの日だけ！

✿住民総合健診の日程では都合のつかない方、子宮頸がん検診・乳がん検診も同日に
　受けたい方は、「毎日健診」をご利用ください。

住民総合健診で実施する健診項目は下表のとおりです。
各種健診の詳細は、市報５月号Ｐ７を参照ください。

　受診者の集中を避けるため、日程ごとに対象地区を割当てていますが、ご都合のつかない方等は、別日
（下表のいずれか）に受診することもできます。脊振地区は８月、千代田地区は９月に開催予定です。
　今年度の神埼地区会場は、「神埼市中央公民館」となります！

　夜間健診では、胃がん検診は実施していませんので、ご注意ください。
　今年度、夜間健診があるのは、下記日程のみとなっています。
　お住まいの地区に関わらず、脊振地区・千代田地区の方も、ぜひご利用ください！

若年健診 特定健診 後期高齢
者健診

結核・肺
がん検診

胃
がん検診

大腸
がん検診

前立腺
がん検診

肝炎
ウイルス検査

歯と
お口の健診

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
日曜日のみ

会　場 日　　程 地　　区　　名

神埼市
中央公民館

(受付時間)
8:30 ～
10:30

６月16日（火） 一丁目、二丁目、三丁目、四丁目、協和町、西小津ヶ里

17日（水） 神納、大依、駅ヶ里、田道、駅通り、平ヶ里

夜間17日（水） ※どの地区の方でも受診できます。

18日（木） 出来町、本堀

７月12日（日）
小津ヶ里、永歌、大門、野目ヶ里、荒堅目、蔵戸、曽根ヶ里
　　　　　　　　　　　　　※歯とお口の健診があります。

13日（月） 的、小渕、仁比山、二子、八子、城原、朝日

14日（火） 馬郡、石井ヶ里、竹原、志波屋、三谷、東山

27日（月） 犬の目、鶴西、鶴東、右原

28日（火）
横武、上六丁、下六丁、戸井土、莞牟田、本告牟田、池辺田、
山田、鶴田、姉川上分、姉川下分、姉川東分、姉川西分

29日（水）
尾崎東分、尾崎西分、岩田、唐香原、平山、猪面、
伏部、利田、野寄、野田、川寄、柏原

会　場 月　日 受付時間

神埼市中央公民館 ６月17日（水） 18：00 ～ 19：30

　会場が佐賀市にはなりますが、佐賀県医師会成人病予防センターでは、住民総合健診・レディース検診と同じ
料金で、平日は毎日、健診を実施しています。詳細は、市報４月号をご覧ください。
　（注）同一年度内に同じ健診を２回受けることはできません。
　　　　例：胃がん検診を「住民総合健診」と「毎日健診」の両方では受けられない　など

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234
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　市では、婚活の“一歩手前『自分磨き』“をテーマに社会人として必要なマナーを学びながら、男女の出
会いのきっかけづくりのため“美活スクール”を開催します。

参加者募集！
美 活 ス ク ー ル

・申込方法　①申込書にご記入いただき、ＦＡＸか郵送でお申し込みください。
　　　　　　②メールの方は、下記の内容を明記のうえ、送信ください。
　　　　　　③電話でのお申し込みの際は、下記の内容をお伝えください。
・申 込 先　〒842－8601　神埼市神埼町神埼４１０番地　神埼市役所　企画室企画係
　　　　　　☎37-0102　FAX52-1120　e-mail：soumu-02@city.kanzaki.lg.jp

参 加 申 込 書

○内　容

○場　所

○対象者

○締切日

○参加料

○募集人数

◎申込・問い合わせ　企画室　企画係　☎37-0102

◆ １回目のレッスン　　７月15日（水）　19：00 ～ 21：00
　　テーブルマナーレッスン　～コース料理をいただきながら実践！～

◆ ２回目のレッスン　　７月26日（日）　16：00 ～ 20：00
　　好感度を上げる“カラーレッスン”　～自分の色を見つける！印象力UP ～
☆２回目のレッスン修了後に、参加者同士の交流会を行います。

シャトー文雅　　佐賀市大和町久池井２５９２番地1
神埼市役所からシャトー文雅までの送迎バスを準備します。
※ワイン、シャンパンのテイスティングを行いますので、車での来場はご遠慮ください。

下記①～③の要件をすべて満たす方
①おおむね40歳までの独身の方
②市内に在住または通勤、もしくは市内に居住意思のある方
③２回のレッスンに参加可能な方

６月30日（火）※必着
※お申し込み多数の場合は、先着順とさせていただきます。
　結果は後日、郵送にて連絡いたします。

３，０００円（２回分）

男性10人・女性10人

～ 自 分 磨 き と 婚 活 ～
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各課からのお知らせ

　
　元
気
高
齢
者
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

　
「
若
返
り
、い
き
い
き
教
室
」参
加
者
募
集
！

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係
（
お
た
っ
し
ゃ
本
舗
神
埼
）　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　

い
つ
ま
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
若
々
し
い
毎
日
を
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、

「
若
返
り
、
い
き
い
き
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
栄
養
や
口
腔
ケ
ア
な
ど
、
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の

学
び
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
が
こ
の
教
室

で
習
得
し
た
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
知
識
を
ま
ず
身
近
な
方
々
へ
伝
え
て
い
た
だ
き
、

よ
り
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
、
楽
し
く
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
と
同
日
に
市
内
３
会
場
で
全
６
回
開

催
し
ま
す
。

○
内
容

　

運
動
、
栄
養
、
口
腔
ケ
ア
等
に

つ
い
て
の
講
座

○
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
方
で
、
介
護
保
険

の
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い

方
②
そ
の
他
介
護
予
防
に
関
心
が
あ

る
方

○
定
員

　

各
会
場
20
人
程
度
（
先
着
順
）

○
会
場

　
〔
神
埼
会
場
〕

　
　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館

　
〔
千
代
田
会
場
〕

　
　

千
代
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
〔
脊
振
会
場
〕

　
　

脊
振
支
所
５
号
会
議
室

○
申
込
締
切
日

　

６
月
30
日
（
火
）

○
参
加
費

　
　

運
動
（
１
回
）
２
０
０
円
と

講
座
内
容
に
よ
り
、
材
料
費

１
０
０
円
程
度
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
開
催
日
程
に
つ
い
て
は
、
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期　　日
内　容 講　師

神埼会場
千代田
会場

脊振会場

７／23
（木）

７／28
（火）

７／13
（月）

健康講話 医師

８／27
（木）

８／18
（火）

８／10
（月）

食事のバランス
とれてますか？

管理栄養士

９／３
（木）

９／15
（火）

９／７
（月）

歯の健康 歯科医師

10／15
（木）

10／13
（火）

10／19
（月）

お口元気に 歯科衛生士

11／５
（木）

11／17
（火）

11／９
（月）

食事の食べ方、
簡単調理

管理栄養士

12月は日程調整中 福祉ボランティアについて

　
　よ
り
良
い
生
活
の
た
め
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

業
務
課　

☎
６
４
‐
８
４
７
６

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
広
域
連
合
）
で
は
、
被
保

険
者
の
方
を
対
象
に
、
ご
家
庭
で

の
よ
り
良
い
生
活
支
援
の
た
め
、

健
康
づ
く
り
・
療
養
の
し
か
た
・

医
療
機
関
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
や

情
報
提
供
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
、
訪
問
健
康
指
導
事

業
（
訪
問
健
康
相
談
）
を
実
施
し

ま
す
。

○
対
象
者

　
　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
の
う
ち
、
医
療
機
関

を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
の
中
か

ら
任
意
で
選
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
対
象
と
な
ら
れ
る
方
に
は
、
広

域
連
合
か
ら
個
別
に
事
業
の

ご
案
内
文
書
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

※
訪
問
健
康
相
談
は
、
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す
。
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各課からのお知らせ

　
　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
の
申
請
が
始
ま
り
ま
し
た

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　

こ
の
た
び
、
第
１
８
９
回
国
会
で
成
立
し
た
「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
第
十

回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日

の
わ
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に

思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
意
の
意
を
表
す
た
め
、
戦
没

者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

◆
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
の

妻
や
父
母
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
で

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
（
１
）
父
母
（
２
）

孫
（
３
）
祖
父
母
（
４
）
兄
弟
姉

妹
※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
前
述
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
以
内
の
親
族
（
甥
、
姪

等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。

◆
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円

　

５
年
償
還
の
記
名
国
債

◆
請
求
期
限

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◆
請
求
に
必
要
な
書
類
等

・
請
求
書
類
等
（
福
祉
課
、
各
支

所
総
合
窓
口
課
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
）

①
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
請
求
書

②
第
十
回
特
別
弔
慰
金
国
債
券
印

鑑
等
届
出
書

③
戦
没
者
等
の
遺
族
の
現
況
等
申

立
書

④
特
別
弔
慰
金
請
求
同
意
書
（
同

順
位
者
が
い
る
場
合
）

・
戸
籍
書
類
等

　
「
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準

日
）
現
在
の
請
求
者
の
戸
籍
抄

本
」
等

　

そ
の
他
、
請
求
者
が
過
去
に
特

別
弔
慰
金
の
請
求
を
し
た
こ
と
が

あ
る
か
等
の
状
況
に
よ
り
、
提
出

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
申
請
窓
口

　

神
埼
市
役
所　

福
祉
課

　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課

　

脊
振
支
所　
　

総
合
窓
口
課

　
　国
民
年
金
の
加
入
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　
　
　
　
　

佐
賀
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入

さ
れ
て
い
た
方
が
60
歳
未
満
で
退

職
さ
れ
た
場
合
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
配
偶
者（
※　

歳
未
満
の
方
）

に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

再
就
職
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
未
加
入
の
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

60

◆
手
続
き
窓
口

・
神
埼
市
役
所　

市
民
課

・
千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課

・
脊
振
支
所　
　

総
合
窓
口
課

・
佐
賀
年
金
事
務
所　

　
　
　
　
　
　
　

国
民
年
金
課

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

離
職
後
、
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
別
途
申
請
を
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
全
額
免
除
ま
た

は
一
部
免
除
を
受
け
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
失

業
を
理
由
と
し
て
免
除
申
請

を
す
る
場
合
に
は
、
審
査
基
準

が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
に
未
納
期
間
が

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
申
請
時

点
の
２
年
１
ヶ
月
前
の
月
分

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
連
帯
納
付
義
務
者
で
あ
る

配
偶
者
ま
た
は
世
帯
主
の

方
に
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
場
合
は
、
該
当
し
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
申
請
時
の
注
意
点

・
年
度
毎
に
申
請
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

・
過
去
の
所
得
で
審
査
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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平成27年度　神埼塾講座を開催 ～参加者募集～（参加費：無料）
一般講座『神埼塾講座』

『神埼まちあるき』

　神埼町志波屋・真龍寺の鍋島家墓所を
　　　神埼市歴史まちづくり登録遺産に認定

　神埼市歴史まちづくり登録遺産 
　　　　鳥羽院古釜の百手祭が行われました

専門講座『古文書講座』
　神埼塾は歴史・文化・自然・人などいろいろな分野から『神
埼』を学ぶ一般向け講座です。
場所：神埼市中央公民館　時間：13：30 ～ 15：30

開催日 講　座　名 講　師　名

８月1日(土) 肥前最大の戦国山城・
勢福寺城

佐賀大学教授
宮武　正登先生

９月５日(土) 佐賀藩の近代化と
　　　　岩田台場跡

佐賀大学名誉教授
長野　暹先生

10月17日(土) 神埼市の自然に
　　　見られる植物

佐賀植物友の会
井上　英幸先生

12月５日（土）環境問題と考古学
～神埼からの視点～

西九州大学教授
マーク・ハドソン先生

申込期限：６月18日(木)まで（随時、参加できます）
回 コース 開催日 集合場所（予定） 時間
1 広滝地区（脊振） ６月21日(日) 脊振支所駐車場

集合時間

9時00分

終了時間

12時00分

2 本堀地区（神埼） ７月19日(日) サピエ駐車場（南および東）
3 出来島・中津地区（千代田） ８月16日(日) 筑後川運動公園駐車場
4 一番ヶ瀬地区（脊振） ９月20日(日) 脊振支所駐車場
5 永歌地区（神埼） 10月25日(日)

調整中

6 本堀地区（神埼） 11月22日(日)
7 柴尾・小森田・用作・小鹿地区（千代田） 12月20日(日)
8 馬郡・鶴地区（神埼） １月17日(日)
9 川崎・餘江地区（千代田） ２月28日(日)
10 鹿路地区（脊振） ３月21日(月)

※なお、講座およびまちあるきについては、開催日時及び内容は変更となる場合があります。

講師：佐賀城本丸歴史館　藤井　祐介氏　
場所：神埼市中央公民館（１回・３回・４回）
　　　市役所３－３会議室（２回）
　　　市役所１－１会議室（５回から10回)
時間：13：30 ～ 15：30

回 開催日 回 開催日
１ ６月13日(土) ６ 11月14日(土)
２ ７月11日(土) ７ 12月12日(土)
３ ８月８日(土) ８ １月９日(土)
４ ９月12日(土) ９ ２月13日(土)
５ 10月10日(土) 10 ３月12日(土)

　神埼町志波屋の真龍寺にある鍋島主
もん

水
ど

家墓所が神埼市歴史まちづく
り登録遺産に認定され、4月17日に登録証が授与されました。
　この墓所は、江戸時代に代々佐賀藩の筆頭家老を務めた鍋島主水家
の墓所であり、市内で唯一残る近世武家墓所として近世の神埼を知る
上で大変貴重なものです。
※神埼市歴史まちづくり登録遺産は、地区に残る祭りや行事、石仏な

ど地区の宝をまちづくり遺産として登録し、後世に伝え、地域おこし、
まちづくりに活かしていただく制度です。認定されると、保存活用
に必要な補助金制度を活用することができます。

　4月19日に、脊振町鳥羽院古釜地区に伝わる百手祭りが後鳥羽神社
で行われました。
　表に月、裏に鬼と書かれた六角形の的に男性のみ３本の矢を射ち、
豊作と無病息災などを願う年占いの的射行事です。今年の結果は、み
なさん良く当たり、良い年になりそうです。
※鳥羽院古釜の百手祭りは、平成26年3月にまちづくり遺産に登録さ

れました。

◎申込・問い合わせ　歴史文化推進室　歴史文化振興係　☎37-0153

▲登録遺産認定の登録証授与式の様子

▲鳥羽院古釜の百手祭
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

　
　

　
　

妊
婦
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す

～
追
加
募
集
～

振
り
込
め
詐
欺
に
は
ご
用
心

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
室　

企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

◎
問
い
合
わ
せ　

防
災
危
機
管
理
課　

消
防
交
通
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
４

　

市
で
は
妊
婦
を
対
象
と
し
た
歯
科
健
診
を
、
市
内

の
委
託
医
療
機
関
で
、
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
は
、
つ
わ
り
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
で

む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
り
や
す
く
、
放
置
す
る
と
、

早
産
や
低
体
重
児
出
産
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
に
む
し
歯
菌
を
う
つ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
身
の
健
康
と
安
全
な
出
産
、
生
ま
れ
て
く
る
お

子
さ
ん
の
た
め
に
、
妊
婦
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家

族
も
一
緒
に
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
む
し
歯
や
歯
周
病
の

早
期
発
見
・
治
療
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
の
主
体
的
な
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
か
つ
公
益
性
の
あ
る
活
動
を
行

う
団
体
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
追
加
募
集
を

行
い
ま
す
。

◆
追
加
募
集

○
応
募
締
切
日　

７
月
24
日
（
金
）

○
事
業
例

・
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の

・
地
元
産
品
の
活
用
、
地
元
産
業
の
活
性
化
を
図
る
も
の

・
地
域
の
自
然
お
よ
び
歴
史
環
境
を
活
用
し
た
も
の

　

年
金
支
給
日
の
４
月

15
日
、
市
と
神
埼
警
察

署
は
市
内
の
（
協
組
）

シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
か
ん
ざ

き
サ
ピ
エ
で
、
買
い
物

利
用
者
や
隣
接
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
参
加
者
に

「
振
り
込
め
詐
欺
に
注

意
」「
高
齢
者
の
夜
間
の

事
故
防
止
」
な
ど
の
チ

ラ
シ
を
配
布
し
、
啓
発

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
男
性
も

女
性
も
互
い
に
認
め
合
い
、
協

働
で
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
３
月
に

策
定
さ
れ
た
第
１
次
基
本
計
画

を
見
直
し
、
新
た
に
「
第
２
次

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
計
画
」

の
策
定
を
行
い
、
本
年
度
か
ら

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

同
計
画
の
基
本
施
策
に
は
、
新

し
く
「
防
災
・
災
害
時
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
「
地
域

で
考
え
る
災
害
時
の
備
え
」
と

い
う
演
題
で
日
本
赤
十
字
社
佐

賀
県
支
部
か
ら
廣
田
聡
氏
を
講

師
に
迎
え
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
栁　

☎
５
２
‐
４
７
０
９

　
　
　
　
　
　
　

市
長
公
室　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

委託医療機関
古賀歯科医院

52-1647
福島デンタルクリニック

52-2268
こばやし歯科医院

55-6030
船津歯科医院

52-1391
しばた歯科医院

55-9118
江頭歯科医院

44-5523
泉福歯科医院

52-2839
大櫛歯科矯正歯科医院

44-5475
なかはら歯科医院

53-1849
中村歯科医院

44-2992
永原歯科医院

52-2970
中山歯科医院

44-4147
神埼市国民健康保険脊振診療所

59-2321

○
と
き

　

６
月
６
日
（
土
）

　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
50
分

○
と
こ
ろ

　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

　

第
１
研
修
室

○
演
題

　
『
地
域
で
考
え
る

　
　
　

災
害
時
の
備
え
』

○
講
師

　

廣
田　

聡
氏

　
（
日
本
赤
十
字
社
佐
賀
県
支

部
事
業
推
進
課
長
）

○
対
象

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

○
参
加
費　

無
料
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プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、友の会会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告

かるがもランド
～一緒に作ろう羊毛ボール～

神埼市子ども・子育て支援事業計画が
完成しました

子育て支援相談員を配置！
～ぜひご相談ください～

『おゆずり会』
～育児用品などを募集します～

○と　き　６月16日（火）
　　　　　午前10時15分（開始）～お昼頃まで
○ところ　神埼町保健センター
○内　容　羊毛ボール作り
　　　　　講師：手塚うた子さん
○参加費　無料
○予　約　不要
○主　催　神埼市母子保健推進協議会

　初心者でも大歓迎です。赤ちゃん
から就学前までのお子さんと保護者
の皆さん、お気軽にご参加ください。
ティータイムもあります♪

◎問い合わせ
　健康増進課　母子保健係　
　☎51-1234

　子ども・子育て支援新制度の施行に伴い、「神埼市
子ども・子育て支援事業計画」の策定にあたり、西
九州大学田中麻里教授を会長とする「神埼市子ども・
子育て会議」を設置し協議を重ねてきました。
　３月に実施したパブリックコメントや４回にわた
る会議の開催により計画が取りまとめられ、４月22
日に田中会長から松本市長に対し、神埼市子ども・
子育て支援事業計画（案）が提出されました。

　子育て世帯に対しての相談やアドバイスなどを専
門的に行い、子育て窓口ワンストップ化を図ること
を目的に、「子育て支援相談員」を福祉課に配置しま
した。
　子育てに関する悩みや不安など、何でもお気軽に
ご相談ください。
　さらに、市で取り組む子育て支援情報や乳幼児の
健診情報など、子育て支援に特化した情報発信を行
います。

○相談時間　
　平日　９：00 ～ 16：00

◎相談窓口・問い合わせ
　福祉課　社会福祉係　
　☎37-0110

　ご家庭で使わなくなった子ども服や育児用品など
眠っていませんか？無償で提供していただける方を
お待ちしています。
○募集期間　６月10日（水）～ 16日（火）
　　　　　　※土・日除く
○受け付けられないもの
　シミ・汚れのあるもの、下着類、
　食べ物、ぬいぐるみなど
○持ち込みの注意点
・ほ乳瓶、搾乳器などは、未使用のもの
・絵本は、月刊誌や雑誌以外のもの
◆おゆずり会◆
　子ども服や絵本、おもちゃなど育児用品がたくさ
ん集まります。ぜひご参加ください。
○日時　６月18日（木）10：00 ～ 11：30
○場所　神埼町保健センター
◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　☎51-1234
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～６月の「野菜の日」～

◆８日（月）9：00 ～

　「くず饅頭」をおふるまい（先着30人）

◆18日（木）9：00 ～

　「お楽しみ抽選会」（先着60人）

　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント

○手作りお惣菜販売中！

◎新規会員（出品者）を募集しています。

　詳しくはお問い合わせください。　

○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店販売しています。

採れたて野菜
販売中！

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 18：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 18：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

高取山公園「わんぱく館」

水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

６月10日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆６月の休館日　毎週火曜日

市民の方からのご意見にお答えします

＜質問（要旨）＞
　神埼駅北側にある物産所「吉野ヶ里遊学館」をよ
く利用しています。軽食も提供されていますが、狭
い厨房で設備もあまりないところで作業されてい
ますので、衛生面でも心配しています。保健所の許
可は下りているのでしょうか。
　また、お店の方が調理に手をとられているため、
レジで待たされる場合もあります。

◎問い合わせ　神埼市観光協会
　　　　　　　☎37-0107

＜回答＞
　ご意見をいただき、ありがとうございます。吉野ヶ
里遊学館は神埼市観光協会で運営を行っていますが、
市からの連絡を受けて現場等を確認しました。遊学館
は、保健所から食品衛生法に基づく営業許可を受けて
おり、食品衛生責任者を1人配置して定期的に講習会
を受講しています。いただいたご意見に対して、営業
許可書をお客さまに見える場所に掲示することや、衛
生面に十分注意して調理に当たることなど、現場責任
者に改めて指導を行いました。今後、毎月開催してい
る運営委員会の中で対応をさらに検討し、より良い物
産所の運営に向けて努力してまいります。

「梅干し作り体験イベント」
　地元で採れた青梅を使って梅干し作

り体験イベントを下記の日程で行いま

す。　

○と　き　　

　６月13日（土）午前10時開始

※材料は準備しますが、容器はご持参

ください。

○人　数　先着10人まで

○料　金　材料費1,000円

◎申込・問い合わせ

　高取山公園　☎51-9020

　詳しくは、「高取山公園わんぱく館」

までお問い合わせください。
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集まって!!　楽しんで!!　広がれ!!

ウェンズディ
  水曜サークル

　女性の心が☆キラッと☆ときめく講座をご用意しました。原則として連続５回の講座に
続けて出席できる方を優先します。市内在住20人程度。人数が多い場合は、抽選になります。
　抽選後、準備物等のはがきをご自宅に郵送します。抽選漏れの方には電話でご連絡しま
す。実費は食材や参加者の人数等で変わることがあります。
○締切日　６月11日（木）

◎申込・問い合わせ　神埼市中央公民館　☎53-2325　FAX53-4940

県民カレッジ対象
公民館講座

回 日　時 内　容 講　師・費　用 場　所

①   
６月17日（水）
９：00 ～ 13：00

「神埼歴史散策+アプリ」
マイクロバスで史跡を巡り、詳し
い説明を聞いたり、できたばか
りの散策アプリの使い方に慣れま
しょう。葦辺の館でお花見弁当を。

歴史文化推進室
室長
八尋　実さん
実費　1,000円

神埼市中央公民館
ロビー集合→散策→
昼食（お弁当）→公
民館帰着

②
７月８日（水）
９：00 ～ 12：00

「ハワイの郷土料理を
　　地産の食材で食卓に！」
～ハワイ島からのメッセージを
　　　　　　　　　　　添えて～
ハワイ留学とホームステイのお話
を聞きながら…。

地産地消アドバイザー
藤﨑　彌生さん
実費　1,000円

神埼市中央公民館
調理室・和室

③   
７月29日（水）
９：00 ～ 12：00

「ステンドグラスの
　　　ペンダントトップ」
　組み合わせたガラス片をはんだ
がけして、素適なペンダントトッ
プを２つ作ります。

ステンドグラス耶麻咲
山﨑　玉恵さん
実費　 600円

神埼市中央公民館
第４研修室
和室研修室３

④   
８月19日（水）
９：00 ～ 12：00

「ビーズ・デコ刺繍」
フェルトに何種類ものビーズを一
つひとつ針で留めて、輝くブロー
チを作ります。襟元や帽子に…。

ビーズ・デコ刺繍
インストラクター
木村　純子さん
実費　1,500円

神埼市中央公民館
第２研修室

⑤
９月９日（水）
９：00 ～

「おたのしみ講座」
　参加者が企画するリクエスト講座です。みんなでしてみたい事、知りたい事を
いっぱい話しあって講座の内容を作ります。どんなリクエストにもお応えします
よ。今こそ、あなたの夢を花咲かせましょう！

講座名 住　所 氏　名 電話番号

水
ウェンズディ

曜サークル

〒

出席できない日程がある場合はご記入ください。
※講座番号に×を付けてください。講座①　②　③　④　⑤
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日 曜日 催　　物 開演 入場料 主　　催

6月4日 木 いきいき大学 10:00 会員 
年会費1,000円

神埼市教育委員会
社会教育課☎53-2325

6月7日 日 PIARAピアノグレード 13:30 市民・会員 
無料

PIARAピアノコンクール九州、山口事務局
☎31-2273

6月13日 土 ピティナピアノステップ 9:45 無料

ピティナ佐賀葉隠ステーション
森　☎090-8762-9831
※開演時間変更の可能性あり。詳しくは、
　上記電話番号までお尋ねください。

6月20日 土
PTNA・ピアノコンクール佐賀地区予選

13:30 市民・会員 
無料

PTNA全日本ピアノ指導者協会　佐賀支部
☎31-22736月21日 日 9:30

6月28日 日 秋の会　秋月実践カラオケ教室発表会
『宮島　希歌謡ショー』 9:30 無料 秋月庸二

☎090-8625-4473
※問い合わせは、主催者へお願いします。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

と  き ところ テーマ 講　師

６月４日（木） はんぎーホール くらしの中の迷信
元佐賀新聞社編集局次長
　川浪　廣満さん

６月25日（木） 神埼市中央公民館 認知症を遠ざける生活習慣と脳の鍛え方
西九州大学リハビリテー
ション学部　講師
　小松　洋平さん

〈受付〉９：30～　〈講義〉10：00～11：30
※マイクロバスは脊振支所前を午前９時、神埼市中央公民館（４日）、千代田支所（25日）を午前９時30分に出発しま

す。ご利用の方は遅れないようにご集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を添えてお申し込みください（平日午後５時
15分まで）。講座日の受付でも手続きできます。　【教材費】年間 1,000円
◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎53-2325

神埼市中央公民館

○と　き　６月 13 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館　ロビー
○内　容　歌
○演　者　懐かしい歌を歌おう会
○曲　目　♪雨、雨ふりお月、かえるの笛、夏は来ぬ、
　　　　　船頭さん　ほか♪

◎問い合わせ
　中央公民館係　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

▲５月は箏遊会による「文化箏」の演奏でした。

♬出演してくださる方を随時募集しています。お気軽にお問い合わせください。　♬入場無料

[ 出演者から一言 ]
　覚えていますか？「あの歌を･･･」みんなで一緒に歌いましょ

う！歌を歌って、市民の皆さんで交流の場にしましょう。

♪初めて文化箏を聴かせてもらいましたが、とて

も気持ちよく心が和みました。

♪久しぶりに童心に返り心が癒やされました。
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみませ
んか。これが「家読（うちどく）」です。
　神埼市立図書館には、家読オススメの本がありますよ。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館
（中央公民館２階）

9：00 ～
18：00

火曜日、蔵書点検日（６/１6（火）～６/21（日））
※休館日、閉館後の本の返却は、公民館事務室へお願
　いします。

神埼市立図書館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階） 土・日曜日、蔵書点検日（６/ １9（金）～６/ ２2（月））社会教育課

☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階） 日曜日、蔵書点検日（６/ ２2（月）～６/ ２5（木））脊振分館

☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp
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図書館には、20種類の
雑誌があります。
貸出（最新刊以外）も
できますので、ぜひご
利用ください！

★特別休館のお知らせ★
　蔵書点検のため、下記のとおり特別休館をします。ご迷惑をおかけしますが、
皆さまのご協力をお願いします。
○神埼市立図書館　　６／ 16（火）～６／ 21（日）
○千代田分館　　　　６／ 19（金）～６／ 22（月）
○脊振分館　　　　　６／ 22（月）～６／ 25（木）

＜雑誌のご紹介＞
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神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児） ６月のママサロン＊
と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

６月

4日（木） 全年齢児 かわいい手形

千代田町保健センター

11日（木） 0，1歳児 リズム遊び
18日（木）

全年齢児
新聞紙で遊ぼう

25日（木） おはなしな～に

７月
2日（木） 七夕まつり
9日（木） 0，1歳児 スキンシップ遊び

と　き ところ
2日（火）

千代田町保健センター
9日（火）

16日（火）
23日（火）
30日（火） 神埼町保健センター

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談、お
問い合わせください。
◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　☎44-4908

※いずれも10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市の
　ホームページでご覧になれます。

18日（木）…新聞紙をちぎったり丸
めたり、たくさん散らかしちゃいま
しょう！

25日（木）…おはなし会の
マザーグースさんをお招きし
て、楽しい絵本の読み
聞かせをしてもらいま
す。その後、身長体重
測定をします。

９日（火）…歯科衛生士の江口
先生をお招きして、歯について
の大切なお話しをしてもらいま
すよ。歯磨きのことなど聞いて
みたいことはありませんか？お
子さんは託児をします。

　子育てに関する相談にのったり、親子で参加する様々な取り組みや講座などの学習機会、地域の情報などを提供し、家庭

教育を応援するチームです。また、学校支援のボランティアもコーディネートしています。

と　き 内　　　容 場　所

６月12日（金）
10：30 ～ 14：30

ほっとサロン
「生け花体験」を開催します。※要予約（☎44-2731）
○参加費　500円　　○申込締切日　６月８日（月）
詳しくは「おむすび６月号」でお知らせします。

神埼市中央公民館
１階和室６月23日（火）

10：30 ～ 14：30

ほっとサロン
友達と待ち合わせたり、実家に立ち寄るつもりで
お気軽にどうぞ！

６月26日（金）
10：00 ～ 11：30

臨床心理士 池田好恵先生の「悩みはんぶんこ」
子どものことでお悩みのお父さんお母さん、ここへ来て気持
ちを軽くしませんか。秘密は守られます。

※どの会も参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。
　詳細は、「おむすび６月号」（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）を
　ご覧ください。
◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2731

地域と家庭と学校の子育て応援団　“おむすびチーム”からのお知らせ

４日（木）…スタンプを使って、
お子さんの手形を取ります。ママ
も汚れてもいい服装で来てく
ださい。タオルも準備してね！

11日（木）…リズムダンス研究会
の持丸先生をお招きして、0，1歳
児対象のリズム遊びをします。動
きやすい服装でおいでください。



25 市報かんざき 2015. ６月号

くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談

行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

消費生活相談

まずは法テラスへ

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等電話相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

６月 5日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 ３－３会議室東側
12日（金） 千代田支所 ２－３会議室

７月 3日（金） 神埼市役所 ３－２会議室
10日（金） 千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

６月

1日（月）
9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

13：00～16：00

神埼市役所 ３－２会議室
千代田支所 ２－１会議室

9日（火） 千代田支所 ２－３会議室
15日（月） 神埼市役所 ３－２会議室
19日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

７月
10日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
14日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
27日（月） 神埼市役所 ３－３会議室東側

※６月１日（月）は、「人権擁護委員の日」で一斉相談日になっています。
○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど
◎問い合わせ　市長公室　　　秘書広報係（本庁） 　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　　☎59-2111

○と　き　６月18日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－２会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　６月15日（月）まで
◎問い合わせ
　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
父子家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽
にご相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　法テラスは、法的トラブルをかかえた方々に、解決への
きっかけとなる情報やサービスを提供しています。
※収入・資産が一定基準以下の方が対象です。
◎問い合わせ　法テラス佐賀　☎050-3383-5510

と　き　 ところ・問い合わせ
毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　６月19日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　神埼町保健センター
○定　員　３人（１人40分程度）
※予約が必要です（当日11：00まで受付）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　６月６日（土）、18日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　６月20日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

身体障がい者相談

心配ごと相談（社会福祉協議会）
　何か困っていること、思い悩んでいることなどありません
か？日常生活や健康、経済面などさまざまな心配ごとに関す
る相談を受け付けています。

と　　き ところ
６月11日（木）

10：00～12：00
脊振町高齢者生活福祉センター

６月18日（木）
神埼町保健センター
千代田町福祉センター

※脊振町・神埼町で開催する心配ごと相談は、司法書士も担当します。	
◎問い合わせ　神埼市社会福祉協議会本所　☎59-2227

と　　き ところ

６月９日（火）
10：00～12：00 千代田町福祉センター

14：00～16：00 神埼町保健センター

◎問い合わせ　神埼市役所　高齢障がい課　☎37-0111
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● 

募　

集 

●

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

脊
振
観
光
プ
ー
ル
管
理
・
監
視
員

佐
賀
中
部
広
域
連
合
嘱
託
職
員

市
営
住
宅
入
居
予
備（
登
録
）
者

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

野
菜
・
花
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

有
料
広
告

有
料
広
告

○
業
務
内
容

　

脊
振
観
光
プ
ー
ル
の
管
理
、
監
視

○
勤
務
場
所　

脊
振
観
光
プ
ー
ル

○
募
集
人
数　

10
人
程
度

○
賃
金　
（
時
給
）
８
１
０
円

○
雇
用
期
間

　

７
月
18
日
（
土
）
～

　
　
　
　

８
月
31
日
（
月
）

○
勤
務
形
態

・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
１
日
３
人
勤
務

○
休
日

　

休
館
日
（
８
月
13
日
～
15
日
）

○
勤
務
条
件

　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
適
用
な
し

○
応
募
資
格

　

体
力
が
あ
る
人
（
泳
げ
る
人
）

○
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
販
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
履
歴
書

（
顔
写
真
貼
付
）

②
官
製
は
が
き
（
返
信
先
記
入
）

○
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

○
受
付
期
間

　

６
月
１
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

申
・
問

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

　

〒
８
４
２
‐
８
５
０
２

　

千
代
田
町
直
鳥
１
６
６
番
地
１

○
業
務
内
容

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
業
務
。
対

象
者
へ
訪
問
調
査
を
行
い
、
調
査

票
（
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
）
を
作

成
。

○
募
集
人
員　

在
宅
職
員
若
干
名

○
雇
用
期
間

　

委
嘱
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

※
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
は
、
雇

用
期
間
を
毎
年
更
新

○
応
募
条
件

　

保
健
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、

介
護
支
援
専
門
員
、社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格

お
よ
び
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取

得
者
。
車
で
の
対
象
者
訪
問
が
可

能
で
、
パ
ソ
コ
ン
が
実
務
レ
ベ
ル

で
使
用
で
き
る
方
。

○
勤
務
形
態

　

通
常
は
在
宅
勤
務
。
た
だ
し
、
毎

月
１
回
程
度
、
研
修
や
事
務
連
絡

の
た
め
佐
賀
中
部
広
域
連
合
に
出

勤
。（
社
会
保
険
な
し
）

○
報
酬　
　

　

認
定
調
査
１
件
に
つ
き
５
，０
０

０
円　

※
そ
の
他
手
当
な
し　

○
応
募
方
法　
　

　

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）、
職
務

経
歴
書
、
資
格
等
を
証
明
す
る
書

類
（
写
）
を
郵
送
ま
た
は
持
参
。

○
選
考
方
法　

　

面
接
・
文
書
作
成
試
験

※
面
接
日
時
等
は
後
日
連
絡

○
応
募
締
切
日
　

　

６
月
26
日
（
金
）
必
着

申
・
問

佐
賀
中
部
広
域
連
合
認
定
審

査
課　

☎
４
０
‐
１
１
３
２

　

〒
８
４
０
‐
０
８
２
６

　

佐
賀
市
白
山
二
丁
目
１
番
12
号

○
申
込
書
の
配
布

　

６
月
１
日
（
月
）
か
ら
建
設
課
で

配
布

○
受
付
期
間

　

６
月
８
日
（
月
）
～
19
日
（
金
）

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
現
在
申
し
込
み
を
さ
れ
、
ま
だ

入
居
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て

も
、再
度
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

申

・
問

建
設
課　

建
設
管
理
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

○
と
き　

６
月
28
日
（
日
）

○
と
こ
ろ

　

日
の
隈
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

○
参
加
料

　

２
，０
０
０
円
（
プ
レ
ー
料
別
）

○
申
込
方
法

　

専
用
の
申
込
書
を
神
埼
中
央
公
園

体
育
館
、
千
代
田
支
所
社
会
教
育

課
、
脊
振
公
民
館
、
日
の
隈
カ
ン

ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

○
申
込
締
切
日　

６
月
10
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

　
（
定
員
１
２
０
人
）

申
・
問

日
の
隈
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

☎
５
２
‐
３
０
３
０

○
場
所
　

　

直
鳥
ク
リ
ー
ク
公
園
内

　
「
菱
の
里
ふ
れ
あ
い
農
園
」

○
区
画
面
積　

１
区
画
10
坪
程
度

○
募
集
区
画

　

２
区
画
（
４
月
30
日
現
在
）

○
利
用
料
金

　

１
区
画　

年
額
６
，０
０
０
円

※
年
度
途
中
か
ら
の
利
用
料
金

　

月
割
計
算
（
一
ヶ
月
５
０
０
円
）

※
受
付
順
と
し
ま
す
。

申

・
問

農
政
水
産
課
分
室

　

☎
４
４
‐
２
１
９
８
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● 

お
知
ら
せ 

●

● 

相　

談 

●

カ

ヌ

ー

教

室

実

施

中

春
の
農
作
業
安
全
運
動
』
実
施
中

佐
賀
県
が
ん
患
者
・
家
族
集
い
の
会

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

有
料
広
告

有
料
広
告

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

○
と
き

　

６
月
～
９
月
の
土
・
日
・
祝
日
、

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
７
月
18
日
（
土
）
か
ら
８
月
31
日

（
月
）
ま
で
は
、
火
曜
日
を
除
き

毎
日
体
験
で
き
ま
す
。

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
臨
時
で
カ

ヌ
ー
教
室
が
休
み
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。　

○
と
こ
ろ

　

神
埼
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇

庫
○
料
金
（
１
艇
あ
た
り
）
２
０
０
円

※
初
め
て
体
験
を
希
望
さ
れ
る
場
合

や
、
団
体
で
ご
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

　

農
繁
期
は
農
作
業
事
故
が
多
発
す

る
時
期
で
す
。
慣
れ
た
作
業
で
も
思

わ
ぬ
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
を
運
転
す
る
と
き

は
、
道
路
の
路
肩
な
ど
の
出
入
り

口
、
傾
斜
地
で
の
転
倒
、
転
落
に

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
機
械
の
修
理
・
点
検
や
稲
わ
ら
等

を
除
去
す
る
と
き
は
、
必
ず
エ
ン

説明種目 月　　日 時　間 場　所 広報官より

全種目

６月20日（土）・21日（日）

10時～ 16時 神埼市中央公民館

　自衛隊には、いろいろな職種があり、
いろいろな可能性があります。少しでも
興味のある方、自衛隊の制度を聞いて、
将来の選択肢の一つとしてお考えいただ
きたいと思います。
　お気軽にお越しください。

７月18日（土）・19日（日）

※説明種目：自衛官採用全種目（自候生・曹候生・航空学生・防大・防医大（医学・看護）・高等工科など）

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37-0088自衛官説明会案内自衛官説明会案内

平和を仕事にする

ジ
ン
を
停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
機
械
に
衣
服
が
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
、
作
業
に
適
し
た
服
装
で
作

業
し
ま
し
ょ
う
。

〇
運
動
期
間　

６
月
30
日
ま
で

問

農
政
水
産
課　

農
政
水
産
振
興
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
７

○
と
き　

７
月
６
日
（
月
）

　

12
時
30
分
～
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

佐
賀
県
総
合
保
健
会
館

○
対
象
・
定
員　

　

が
ん
患
者
・
そ
の
家
族　

30
人

○
内
容

　
“
わ
た
し
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
”

を
つ
く
ろ
う

　

親
睦
・
交
流
会

○
参
加
費　

お
一
人
３
０
０
円

○
申
込
期
限　

７
月
１
日
（
水
）

○
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
家
族

同
伴
の
有
無
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い

申
・
問

（
公
財
）
佐
賀
県
総
合
保
健

協
会　

☎
２
７
‐
４
６
６
６

　

融
資
の
申
し
込
み
、
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

６
月
15
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
　
　
　
　
（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２

○
実
施
期
間

　

６
月
22
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

６
月
27
日
（
土
）、
28
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時　

○
電
話
番
号

　

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

○
相
談
担
当
者

　

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

※
い
じ
め
・
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の

人
権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配

ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問

佐
賀
地
方
法
務
局　

　

☎
２
６
‐
２
１
９
５

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

　
　
　
　

１
１
０
番
」
強
化
月
間

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
※
要
予
約

○
と
き　

６
月
22
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０



28市報かんざき 2015. ６月号

健 康

気をつけよう！食中毒と熱中症

　歯周病は、歯ぐきが腫れたり歯ぐきから出血したり、
最終的には歯が抜けてしまう病気です。歯周病の主な
原因として、プラーク（歯に付着している白、または
黄白色の粘着性の沈着物）や歯石（プラークが石灰化
したもの）があげられます。　
　プラークや歯石は日頃の歯磨きや、定期的な歯科検
診などを受け、除去することができます。
　しかし、歯周病を予防するには歯の表面や歯と歯の
間、歯と歯肉の境など、かなり行き届いた歯磨きが必
要です。本人は充分磨けていると思っていても、実際
には歯ブラシだけでは不充分な事がよくあります。

　そのため、かかりつけ歯科医をもち、歯科医師や歯
科衛生士による各個人に合った歯ブラシと補助的な清
掃用具（フロス・歯間ブラシ等）による歯磨き指導を
受けることをおすすめします。
　歯は健康な体を
保つためにとても
大切です。定期的
な受診や日頃から
適切な歯磨きを行
い、大切な歯を守
りましょう。

♪健康コラム♪ 「歯周病にならないために」
～６月４日から10日は歯とお口の健康週間～

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

　食中毒を引き起こす主な原因は、「細菌」と「ウイル
ス」です。細菌やウイルスが食べ物に付着し、体内へ
侵入することによって発生します。
　細菌が原因となる食中毒は夏場（６月～８月）に多
く発生しています。
　細菌の多くは湿気を好むため、気温と湿度が高くな
る梅雨時に、食中毒が増え始めます。
　食中毒を防ぐためには、細菌などを食べ物に「つけ
ない」、食べ物に付着した細菌を「増やさない」、食べ
物や調理器具に付着した細菌やウイルスを「やっつけ
る」という３つのことが原則となります。

＜食中毒予防の３原則＞
①菌などを食べ物に「つけない」
　→手や食材、まな板、包丁など
　　こまめに洗いましょう

②食べ物に付着した細菌を「増やさない」
　→調理したらすぐに食べ、保存する場
　合は冷ましてから冷蔵庫へ

③食べ物や調理器具に付着した細菌や
　ウイルスを「やっつける」
　→お肉は中心までしっかり加熱
　しましょう

　食中毒にならないためにも、この３原則を守って自
分の身体、家族の身体を守りましょう。

食中毒が多い季節です!!
　真夏のイメージが強い熱中症ですが、湿度が高く気
温も上がり始める梅雨の時期でも熱中症対策が必要と
なります。昨年６月の全国の熱中症による救急搬送人
員数は約4,600人でした。
　身体が暑さに慣れていないこの時期からの対策が大
切です。

＜熱中症の予防法＞
◆水分、塩分補給
・こまめな水分補給や適度な塩分補給
　（特に、子どもやご高齢の方はこまめ
　に水分補給を）

◆体調に合わせて
・こまめな体温測定
・通気性の良い吸湿、速乾の衣服着用
・保冷剤、氷、冷たいタオルなどによ
　る体の冷却

◆室内環境
・扇風機やエアコンを使った温度調整
　（無理をしてエアコンを使わない
　と体調を崩すことがあります）
・室温が上がりにくい環境の確保
　（こまめな換気、遮光カーテン、
　すだれ、打ち水など）

◆外出時
・日傘や帽子の着用、日陰の利用、こまめな休憩

熱中症に気をつけましょう
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※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

６月７日

（日）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1
☎52－2977（内）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

６月14日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52－3717（整外）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

６月21日

（日）

なかしま整形外科クリニック
神埼町本堀2934－25
☎51－1430（整外）

しらいし内科
神埼町城原1256－1
☎52-3848（内・循）

６月28日

（日）

くらとみ眼科医院
神埼町田道ヶ里2435－１
☎52－8841（眼）

南医院
千代田町直鳥808－1
☎44－2777（外・胃・整外）

７月５日

（日）

ごんどう耳鼻咽喉科
神埼町田道ヶ里2226－1
☎55－7001（耳・アレ）

和田記念病院
神埼町尾崎3780
☎52－5521（内・胃・小）

７月12日

（日）

みつます耳鼻咽喉科
吉野ヶ里町吉田2906－1
☎53－8820（耳・アレ）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

◆ステージイベント出場者募集◆
　ダンス、歌、演奏、よさこいなど何でもＯＫ！
　ステージで思い出をつくりましょう。
◆出店者募集（飲食・物販・ＰＲ等）◆
　テント、ブースを用意します。地域を盛り上げる
ために頑張る人を募集します。

○開催日　　８月８日（土）
　昼の部　11：30 ～ 16：00
　夜の部　17：30 ～ 20：30
○開催場所　
　昼　千代田町福祉センター前
　　　城原川親水公園
　夜　千代田支所南側駐車場
○申込期限　６月30日（火）まで
◎問い合わせ　　城原川ハンギーまつり事務局

（農政水産課分室内）　☎44-2198

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

『城原川ハンギーまつり』
イベント出場者・出店者を大募集!!

こども健康カレンダー（６月１日～７月15日）
と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

6月

1日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30
神埼町保健センター

1歳未満の乳児
5日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 0歳～就学前までの乳幼児
8日（月） 乳幼児相談  9：30～11：00 千代田町保健センター 0歳～就学前までの乳幼児

9日（火）
リトルわんぱくKID'S 9：30～10：00 脊振公民館 0歳～就学前までの乳幼児
ことばの相談（要予約） 13：30～16：30

神埼町保健センター
1歳～就学前までの幼児

15日（月） 乳幼児相談  9：30～11：00 0歳～就学前までの乳幼児

19日（金）
1歳6か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成 25年10月～ 11月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満児
24日（水） 3歳児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30

神埼町保健センター
平成 23年9月～ 10月生

26日（金） 3～4か月児健診 13：00～13：30 平成 27年2月～ 3月生

7月

3日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 千代田町保健センター 0歳～就学前までの乳幼児
6日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30

神埼町保健センター
1歳未満の乳児

13日（月） 乳幼児相談  9：30～11：00 0歳～就学前までの乳幼児
14日（火） ことばの相談(要予約) 13：30～16：30 1歳～就学前までの幼児

☆フッ化物塗布のご予約は、問い合わせ先までお願いし
ます。

　(1歳6か月児健診及び3歳児健診では、希望者全員に実
施します。)

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　１ヶ月のご無沙汰です。『ＭＹ ＤＥＡＲ神埼』の
おのくみこです。
　この１ヶ月の間にＧＷも終わってしまいました
が、皆さんはどんなＧＷをお過ごしになりましたか？
私達ＭＤＫスタッフは４月29日生放送、５月４日
吉野ケ里歴史公園での「神埼そうめん祭り」取材。
５日翌日の公開生放送の準備。６日春の一般公開最終
日の九年庵前から公開生放送と、暦通り普段と全く変
わらない、イヤ普段よりも忙しいＧＷ（ガンバルウィー
ク）でいつも以上に充実した毎日を過ごしました。
　そんな慌ただしいＧＷも終わり、ホッとしたＧＷ
明けの５月11日、いつも通り出社すると、「おのさ
ん、お届け物が届きましたよ！」の声。
　今までもリスナーさんが会社に贈り物を届けてく
ださる事が度々あったので、今回も「リスナーさん
からＧＷのお土産かしら？」と思い受け取って送り
主の欄を見て＼(◎o◎) ／ﾋﾞｯｸﾘ！そこには「遠野市
長 本田敏秋」というお名前が…
　「本田敏秋」遠野市長といえば・・・
　昨年の市報12月号のこのコラムコーナーでもお
伝えしましたが昨年10月、私達ＭＤＫスタッフが
研修の為、１週間に渡って東日本大震災の被災地で
もある岩手県を訪れた際、震災直後からの貴重なお
話を伺い、その時のインタビューの模様を震災か
ら4年目となる今年の3月11日「ＭＹ ＤＥＡＲ神埼 
特別編～あの日を忘れないために…」の中で放送さ
せて頂きました。この日の放送には本当に沢山の反
響があり、ラジオやＵＳＴ、ツイキャスに参加して
くださった皆さんと一緒に、あの震災についてもう
１度じっくりと考える機会にもなりました。そこで
放送後、その日の番組を録音したＣＤと、番組に届
いた沢山の反響のメッセージも一緒に（個人情報は
黒く塗りつぶしたうえで）本田市長始め研修でお世
話になった皆さんにお送りしたところ、その録音を
聴き、皆さんから寄せられたメッセージを読んで頂
いた本田市長からお礼のお手紙を添えて「復興とは 
3.11その時そして（遠野収録版）」という本と『遠
野産山ぶどうワイン』を贈って頂きました。
　また、本田市長だけでなく、ＦＭ岩手の皆さんや、
ＣＤをお送りした研修でお世話になった皆さんから
も電話や、手紙、メールで番組を聴いた感想など頂
戴しました。
　私自身、放送後も、あの伝え方で本当に良かった
のだろうか？

　という不安もあった
中、本田市長や研修でお
世話になった皆さんから
何とか合格点を頂けたの
かな？とホッと安堵し
嬉しかったのと同時に、
次なる宿題（本）を贈っ
て頂き、私がこの本を
読んで、これからまたどのようにあの震
災と向き合って行くのか？そんな新たな2つ目の宿
題を頂いたような、更に背筋がピンとするような気
持ちです。
　でも、これも私が「神埼市」と『ＭＹ ＤＥＡＲ
神埼』という番組に出会っていなければ
決して繋がることはなかったご縁。
　そんな『ＭＹ ＤＥＡＲ神埼』を通して
結ばれた遠野市とそして、岩手県の皆さ
んとの不思議な、そしてとてもありがた
いご縁を繋いでいくためにも、この絆を
大切にしていきたい。そして「ＭＹ Ｄ
ＥＡＲ神埼」が被災地の皆さんと神埼市
との架け橋になることができたら。と言
う思いで、これからも被災地の皆さん
のお気持ちを第一に考えながら、３月
11日だけではなく、またラジオだけで
はなく、FBやツイッター、そしてこう
やって「市報かんざき」の中でも折に触れ、被災地
の事をお伝えしていけたら。と思っています。

『ＭＹ ＤＥＡＲ神埼』ナビゲーターおのくみこ

第２回
「～嬉しい贈り物♡～」

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

有
料
広
告

有
料
広
告

【お詫びと訂正】
「市報かんざき」５月号の「ＦＭ佐賀 MY DEAR 神埼」のコーナー
に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

【誤】
・タイトル「～７年目のありがとー♪と合併10周年を前に♡～」
・本文　「平成21年４月にスタートした『MY DEAR 神埼』も、…」

【正】
・タイトル「～６年目のありがとー♪と合併10周年を前に♡～」
・本文　「平成22年４月にスタートした『MY DEAR 神埼』も、…」
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シ
リ
ー
ズ 

16

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

一人で悩まず、お気軽にご相談下さい
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK・まずはお電話を

◆ゆっくり・しっかり・楽しく学びたい初心者の方
　月額 12,000円（税別・１レッスン２時間、週１回×４）
◆「わからないところだけ教えて欲しい」経験者の方
　１回からレッスン可能です

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

一人一人に合った
ご指導をします
ので安心です！
楽しくアットホー
ムな教室です。

随　時
入会可

　

神
埼
市
内
に
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
技
術
の
向
上
や

交
流
の
輪
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
樹
木
を
通
し
て
自
然
の
恵
み
を
感
じ
た
い
と
の
気
持
ち
で
活
動

し
て
い
る
「
盆
栽
と
庭
木
サ
ー
ク
ル
」
を
紹
介
し
ま
す
。

盆
栽
と
庭
木
サ
ー
ク
ル

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
昨
年
７
月
か
ら

始
ま
っ
た
「
つ
ま
み
食
い
講
座
」
終
了

後
に
、
受
講
者
か
ら
の
続
け
た
い
と
の

希
望
を
受
け
て
１
月
に
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
会
員
９
人
は
毎
月
第
３
土
曜

日
に
集
ま
り
、
末
次
學
さ
ん
の
指
導
で
、

苗
木
を
見
栄
え
の
す
る
盆
栽
や
庭
木
に

育
て
る
た
め
の
知
識
や
技
能
を
習
得
し

て
い
ま
す
。

　

末
次
さ
ん
の
話
で
は
「
植
物
は
生
き

物
な
の
で
、
相
手
を
理
解
し
、
た
く
さ

ん
の
愛
情
を
注
げ
ば
希
望
に
応
え
て
く

れ
る
。
従
っ
て
日
々
の
管
理
が
大
切
で

あ
り
、
こ
れ
は
子
育
て
と
同
じ
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

樹
木
栽
培
の
基
本
は
松
で
あ
り
、
樹

齢
３
年
程
度
の
苗
木
を
畑
で
育
て
て
い

ま
す
。
現
場
で
は
、
各
自
が
盆
栽
に
す

る
の
か
、
庭
木
に
す
る
の
か
な
ど
最
終

の
姿
を
想
定
し
て
、
枝
の
剪
定
や
芽
摘

み
な
ど
、
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
作
業
を
進
め
ま
す
が
、
万
一
、
誤
っ

た
作
業
を
行
お
う
と
す
る
と
、
鋭
い
注

意
が
発
せ
ら
れ
ま
す
。
会
員
の
ほ
と
ん

ど
は
初
心
者
で
、
メ
モ
し
な
が
ら
、
ま

た
不
明
な
こ
と
は
質
問
し
て
、
早
く
上

達
し
た
い
と
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
会
員
同
士
の
冗
談
を

交
え
た
会
話
も
あ
り
、
緊
張
感
と
楽
し

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

会
員
か
ら
は
「
ど
の
よ
う
な
盆
栽
や

庭
木
に
育
つ
か
、
楽
し
み
」「
仲
間
と
一

緒
に
楽
し
め
る
こ
と
が
励
み
に
な
る
」

「
手
入
れ
が
大
変
」
な
ど
、
将
来
へ
の

期
待
と
日
常
の
作
業
の
楽
し
み
や
苦
労

の
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

末
次
さ
ん
は
、
育
成
中
の
苗
木
が
会

員
の
庭
木
や
盆
栽
と
し
て
成
長
し
、
後

世
に
継
承
さ
れ
る
よ
う
に
願
い
、
育
て

る
喜
び
を
広
め
た
い
と
の
思
い
で
、
入

会
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

◎問い合わせ（事務局）
　伊藤詔光さん　　　
　☎090-8910-1600
　田中健治郎さん
　☎090-5084-5412

有
料
広
告

有
料
広
告
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�

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

新
緑
に
分
入
る
車
朝
日
さ
す

�

藤
山　

初
次

セ
ル
を
着
る
短
き
季
節
母
の
香か

の

�

牟
田
口
則
子

君
偲
ぶ
花は
な

橘た
ち
ば
なの

匂
ふ
夜

�

香
月
富
士
雄

桜
見
て
一
つ
重
ね
る
歳よ
は

い
か
な

�

松
本　

都
子

山
の
藤
房
湯
治
場
の
券
売
機

�

田
原
ひ
よ
子

新
緑
の
仁
比
山
参
道
か
ろ
や
か
に

�

東
島
万
喜
子

鳥ぬ

羽ば

玉た
ま

の
闇
よ
り
来
る
黄
金
虫

�

畑
石
蝌
蚪
子

窓
の
下
借
景
嬉
し
花
水
木

�

廣
瀬
ピ
ヨ
子

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

お
浄
土
へ
一
歩
近
づ
く
誕
生
日

�

森
崎　

寛
次

懐
の
財
布
温
も
り
は
じ
め
て
る

�

若
菜　

花
子

五
本
指
ま
だ
ま
だ
揃
っ
て
元
気
で
す

�

吉
村　

民
子

あ
せ
ら
な
い
今
年
も
私
マ
イ
ペ
ー
ス

�

田
中　

雅
代

夫
婦
し
て
互
い
に
さ
が
す
腰
の
つ
ぼ

�

眞
島　

壽
子

大
事
な
も
の
守
る
パ
ワ
ー
は
別
次
元

�

佐
藤
久
仁
子

近
頃
は
夢
に
ま
で
で
る
物
忘
れ

�

眞
島　

永
冶

亡
き
人
も
円
に
加
わ
る
従
兄
会

�

鵜
木
美
代
子

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

重
ね
着
の
服
の
重
さ
に
よ
ろ
め
き
ぬ

麦
生
み
ど
り
の
路
あ
ゆ
み
つ
つ

�

中
原　
　

幸

思
ひ
生
づ「
花
は
桜
木 

人
は
武
士
」

さ
く
ら
前
線
こ
の
春
早
し

�

坂
井　

栄
子

敷
石
の
す
き
ま
に
生
へ
し
名
な
し
草

昨
日
の
雨
に
緑
強
め
ぬ

�

城
島　

孝
子

パ
チ
ン
コ
の
新
台
入
替
え「
出
来
た
よ
」と

体
く
ね
ら
す
風
船
人
形

�

田
中　

と
代

生
ひ
敷
け
る
三
ツ
葉
の
中
に
見
つ
け
た
る

四
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
今
日
を
占
う

�

納
富　

茂
子

私
ら
は
競
ひ
て
取
り
し
つ
く
し
ん
ぼ

土
手
に
道
辺
に
立
ち
枯
れ
多
し

�

前
山
ツ
タ
エ

〈
千
代
田
〉

お
天
気
の
悪
戯
な
ら
む
折
角
の

花
見
の
最
中
に
雨
降
り
始
む

�

石
田
千
津
代

吉野ヶ里歴史公園から

◎問い合わせ
　吉野ヶ里歴史公園管理センター
　☎55-9333

　昭和61年から発掘開始された吉野ヶ里遺跡は、平成元年２月
23日、全国報道されました。その後、日に日に増す見学者。発掘
現場公開が一時中断される５月上旬までに、見学者は100万人を
超えました。
　そして同年10月、遺跡保存のために埋め戻された遺跡の上に物
見やぐら２棟、竪穴住居４棟、高床倉庫２棟が佐賀県により復元
されました。これらの復元建物は10年以上も吉野ヶ里遺跡のシン
ボルとして立ち続けました。吉野ヶ里遺跡といえば必ずこの復元
建物が紹介されました。毎朝出勤前に定点観測のように撮影され
ている方もおられました。しかし、吉野ヶ里遺跡が国営公園とな
り本格整備が行われると、それに伴い建物は新しく建て替えられ、
本来の弥生時代の数に揃えられました。
　現在の復元建物の数は98棟あります。
　以前の復元集落は神埼側から眺めると、遺跡が丘陵地帯にある
事が良くわかりました。遺跡の手前には田んぼが広がり、水田稲
作が始まった弥生時代の雰囲気が伝わりました。現在も公園内に
は赤米の水田が作られています。さらに、現在の圧倒的な建物の
数からすれば、いかに吉野ヶ里の集落が栄えていたかが良くわか
ります。
　ぜひ、以前の復元建物との違いを確かめてみてください。

▲現在の吉野ヶ里遺跡

▲平成２年の吉野ヶ里遺跡
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